
学習活動 主な発問（Ｔ）と生徒の反応（・） 留意点・評価 

１．地層に見られる層の違

いは何によるものか確認

する。 

 

 

 

２．泥とはどのようなもの

か考えを発表する。 

 

 

 

 

 

３．れき・砂・泥を触って

違いを体感し，発表する。 

 

 

 

４．粒の大きさによって層

ができる理由を考えて発

表する。 

 

 

 

 

 

 

５．【実験①】大小の粒（れ

き・砂）が混ざったものが

沈む様子を観察する。 

 

 

 

６．れき・砂に加えて泥も

入っている場合どうなる

か考える。 

 

Ｔ：なぜ縞模様に見えるのか。 

・岩石の大きさによる。 

・粒の大きさのちがい。 

Ｔ：岩石は粒の大きさによってどのように

分けられるか。 

・泥，砂，れきに分けられる。 

Ｔ：泥とはどのようなものか。 

・どろだんご。 

・砂に水を含んだもの。 

・沼。 

 

 

 

Ｔ：泥に触った感触はどのようなものか。 

・片栗粉のよう。 

・デンプン，チョーク粉，ココア，きなこ 

・粒というより粉のような感触。 

 

Ｔ：地層はなぜ粒の大きさによって分かれ

ると考えられるか。 

・重さによる。 

・時間？ 

 

 

 

 

 

Ｔ：実験器具①（れき・砂）を使ってどの

ように沈むか結果を図で記入し，言葉でも

記録しよう。何回もやってみよう。 

・粒が大きいほど下に堆積する。 

・粒が大きいほど下に沈む。 

 

Ｔ：実験器具①（れき・砂・泥）による沈

み方の演示。泥がなかなか沈まない様子を

見せる。 

 

大型モニタ：地層の写真を提

示 

 

 

 

 

大型モニタ：「れき・砂・泥」

と表示 

 

 

 

 

 

れき・砂・泥の試料配布 

 

大型モニタ：「れき・砂・泥」 

の粒径による基準（2mm，

1/16mm）を表示 

大型モニタ：地層の写真を提

示 

ワークシート配布，学習課題

記入 

 

 

 

 

 

実験器具①（れき・砂）配布 

実験器具①使用上の注意 

 

 

 

 

実験器具①（れき・砂・泥）

の演示 

 

 

【学習課題提示】堆積の仕方は粒の大きさとどのような関係があるのか 

【提案１】 日常生活で認識している「泥」と科学で定義する「泥」の違いについて，触ると

いう体験を通して理解させる。 

【提案２-①】 容易な操作で再現性があって，簡易な自作地層堆積モデル実験器具①を用い

て，地層のでき方についての規則性を見いだす。 



７．れき・砂・泥が混ざっ

たものが沈む様子を観察

する。泥が沈む様子の動画

を見る。 

 

８．粒の大きさによる沈み

方のちがいから地層がで

きる場所を考え発表する。 

 

 

９．【実験②】大小の粒（れ

き・砂）が混ざったものが

水平方向に流れていく様

子を観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．【実験①】，【実験②】

を踏まえて，大小の粒が堆

積するしくみを記入し発

表する。 

 

Ｔ：実験結果（および動画）から，粒の大

きさと沈む時間の関係が分かる。 

 

 

Ｔ：地層はどこでできるだろうか。 

・湖  

・川，水の中 

・海の底 

 

Ｔ：上流から下流に流して上から見たとき

どうなるか【実験①】を踏まえて予想。 

Ｔ：班の中で話し合おう。 

・れきがいきおいよく流れる。 

・砂が上になる。 

・砂が遠くまで流される。 

Ｔ：実験で確かめよう。 

 

 

 

Ｔ：何回かやってみて傾向をつかもう。予

想と合っているか確かめよう。 

Ｔ：自分の予想と近い傾向にあった人 

・（挙手 10名程度） 

Ｔ：特にれきを見て，粒がどう動くか注目

して，もう 2回やってみよう。 

Ｔ：言葉でまとめて発表 

・遠くまで流れるのは砂。 

・砂の方が軽いから流されやすい。 

 

【実験①】，【実験②】の結果から地層がで

きるしくみを考えよう。 

・地層は堆積によってできる。 

・砂はれきの上にたまる。 

・粒が大きい方が流れるのが遅い。 

・重いものが先に堆積してできる。 

Ｔ：実際の海だとどのようになるか次回考

えよう 

大型モニタ：動画再生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験器具②提示 

 

 

 

 

 

実験器具②配布，使い方説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価：思考・表現 

（ワークシート記入内容） 

生徒による予想・話し合い活動 

【提案２-②】 容易な操作で再現性があって，簡易な自作地層堆積モデル実験器具②を用い

て，地層のでき方についての規則性を見いだす。 

 



 


